
























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．基本設計概要表 
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基本設計概要表 

1．案件名 

 サモア国 職業訓練学校拡充計画 

2．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

サモア国の初･中等教育での就学率は、初等教育（1～8年生）で 82.5％、中等教育（9～13

年生）で 57.6％と高く、国民の識字率も 98％と高い（サモア教育省 2002 年）。 

 サモア国の高等教育機関としては、国内唯一の国立大学であるサモア国立大学（NUS）、フ

ィジーに本部を置く南太平洋大学（USP）サモアキャンパスの農学部および高等職業訓練教育

機関としてのサモア・ポリテクニク（SP）があり、官界、民間産業界における専門職、技術

職の育成に重要な役割を果たしている。 

 サモア国の国家開発計画の基本方針は、2002 年 1 月に財務省より発表された「サモア国開

発戦略(SDS) 2002－2004」で定められており、その中で「教育水準の改善」が謳われ、人的

資源の開発を国の急務として、技術教育訓練の量的・質的改善を目標の一つとして掲げ、技

術教育訓練を通しての人的資源の開発を重要な課題としている。 

 しかしながら、サモア国の唯一の高等職業訓練教育機関である SP の施設は一部を除き築後

30 年を経過しており、施設、機材共に老朽化および不足をきたしていることから、効果的な

教育・訓練の実施が困難な状況となっている。 

 また、サモア政府は 2002 年に教育省の主導のもと合同調整委員会（Steering Committee）

を発足させ同国の高等教育機関の整理・統合を進めている。その一環として、高等教育機関

の合理化、強化、効果的な教育環境の設立、産業界との連携などを目的に NUS と SP の合併計

画を進めており、2006 年までに統合を完了させる予定である。 

3．プロジェクト全体計画概要 

下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動及び投入 

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

アピア市に拡充・整備する SP において国内の産業界の発展に寄与する人材が継続的

に育成される。 

(裨益人口：技術学科コース 225人/年、商業・一般教養コース 180人/年) 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

① SPの運営体制が整備される。 

② SPの施設、機材が整備される。 

③ SPの機材の保守管理体制が整備される。 

④ 訓練修了有資格者が養成される。 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

① SP,NUS合併後の運営組織を形成する。 

② SPの訓練教育施設および合併後の共有施設を建設する。 

③ SPの一部既存訓練施設を改修する。 

④ 必要な訓練教育機材を調達して、据付を行う。 

⑤ SPの機材保守管理体制を形成する。 

⑥ SPの 3学部において職業訓練教育を実施する。 
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（４） 投入（インプット） 

① 日本側 

  ア）無償資金協力 16.29億円 

② 相手国側 

  ア）必要な人員の配置 

  イ）建設用地の確保 

  ウ）敷地の造成 

  エ）必要なインフラの敷地への供給 

  オ）運営・維持管理に係る経費 

（５） 実施体制 

実施機関：教育・スポーツ・文化省及び SP 

 

4．無償資金協力案件の内容 

 

（１） サイト 

アピア市 

（２） 概要 

アピア市内の SPに職業訓練教育施設および管理施設の建設 

（３） 相手国側負担事項 

① 建設用地の確保 

② 必要インフラの敷地への引き込み 

③ 敷地内の障害物の撤去および整地 

（４） 概算事業費 

16.61億円（無償資金協力 16.29億円、サモア国側負担 0.32億円） 

（５） 工期 

1期 詳細設計および入札期間を含め 16ヶ月 

2期 詳細設計および入札期間を含め 16ヶ月 

（６） 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

サモア国建築規準に基づいたバリアーフリーを考慮 

 

5．外部要因リスク 

 

① SP、NUSの合併計画が予定どおり実施されない。 

 ② 産業界のニーズが低下する。 

 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

  特になし 
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7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

①各学部の修了者数 

 2003年 2010年 

技術学部 106 225 

商業・一般教養学部 107 180 

    注）2003年の修了者数には海洋訓練学部の卒業生 47名を含まず。 

 

（２） その他の成果指標 

特になし 

（３） 評価のタイミング 

施設完成後 3年経過の 2010年以降 
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